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自立のための道具の会・ＴＦＳＲ Ｊａｐａｎ 

Tools For Self Reliance Japan 

2014 年度 通常総会 

2015 年（平成 27 年）12 月 12 日 
- 
 

 
                   
      2014.08.31 夏のワークショップ、久しぶりにカセムさんも参加していただけました。 

豊田市の国会議員、八木哲也さんも活動を見に来られました。 
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自立のための道具の会・ＴＦＳＲ Ｊａｐａｎ 

2014 年度 通常総会 
日時：2015 年 12 月 12 日（土）午後３時から 
場所：豊田市曙町 ビジネスホテル こさなぎ にて     

 
プログラム 

 
1５：00～1６：00 

１） 開会挨拶 
２） 議長の選出 
３） 議事録署名人の選任 
４） 議事 

議案１：2014 年度 事業報告について 
議案２：2014 年度 決算報告について 
議案３：2015 年度 事業計画（案）について  
議案４：2015 年度 予算案について 
議案５：2015 年度 役員について 
議案６：その他 

 
1６：00～1７：00 
  海外事業の報告及び協議事項 

１） スリランカへの道具発送 
２） ブータンへの道具発送 
３） 資金獲得について 
４） ブータン希望プロジェクトについて 
５） その他 

 
17：00～ 
  懇親会＆忘年会 こさなぎ にて 
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  [議案１] 

2014（平成 26）年度 事業報告書 

                   2014(平成 26)年 4 月１日から 2015(平成 27)年 3 月 31 日まで 
                             自立のための道具の会・TFSR Japan 
１．運営に関する事項  
（１）通常総会の開催 
    2014 年 12 月 13 日(土) 会場：ビジネスホテル こさなぎ にて 
      内容：・ 2013 年度事業報告及び決算報告の承認 

・ 2014 年度事業計画案、事業予算及び役員案の承認 
・ 海外事業の報告 

（２）理事会の開催等 
    事業実施のため、おおむね月１回のペースで実施事業などについて検討した。 
２．国内活動に関する事項 

 （１）道具の収集・発送事業 
・みよし市の仁尾様はじめ 17 名の方から多くの道具提供をいただきました。 

  これらの道具提供については、新聞各社、道具の会 HP などにより送付されました。 
・海外への道具発送は出来ませんでした。 

 （２）道具の管理・整備事業 
    旭作業本部（豊田市内）において、以下のとおり 3 回ワークショップを行い、送られた道具の 

錆落としなどの整備を行った。 
      ・第１回：５月 17 日(土)～18 日(日)    28 人  道具整備、収納用木箱作成 
       ・第２回：８月 30 日(土)～31 日(日)   67 人  設立 15 周年記念イベントとして開催 
      ・第３回：10 月 25 日(土)～26 日(日)    33 人  道具整備、コンテナー内整理 
 （３）広報活動 
    中日新聞、朝日新聞などで活動の紹介をしていただきました。 
 （４）拠点活動 

○TFSR 安城 ：作業本部のワークショップへの協力 
○TFSR 岡崎 ：作業本部のワークショップへの協力 
○TFSR 旭  ：作業本部ワークショップへの参加協力 

   ○TFSR 京都 ：作業本部ワークショップへの参加協力及び京都市内での定例ワークショップの開催と学

内において「道具の会」活動の紹介及び実施海外事業の報告などを行った 
 
３．国外活動に関する事業 
  本年度は海外事業を実施することが出来ませんでした。 
  スリランカにおいてはガーミニ氏の協力により南部ティッサマハーラマ地域の大工職人さんから道具

提供の依頼があることを確認しています。 
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自立のための道具の会 決算書 （2014 年、Ｈ26 年度）   

     自 平成２６年４月 １日 

損益計算書     至 平成２７年３月３１日 

＜収入の部＞    ＜支出の部＞  （単位： 円) 

科目 補助科目 金額  科目 補助科目 金額 

会費収入  182,000  国内事業費  287,506  

国内事業収入 ワークショップ会費 255,250  海外事業費   0 

助成金収入  0    0 

会費及び 

助成金合計 
    437,250      

              

      事業費合計   287,506 

           

海外事業寄付金収入 海外事業寄附金 0   一般管理費 雑給 0 

        荷造運賃費 972 

         租税公課 0  

事業収入合計   437,250    傷害保険料 6,048 

       通信費 66,672 

 事業外収入  預金利息 53    旅費交通費 2,260 

   寄付金収入 278,992       

事業外収入合計   279,045    
諸会費（市民フォーラ

ム・旭観光協会） 
11,000 

        支払手数料 6,156 

        
減価償却費 

（コンテナー） 
7,026 

        雑費 5,150 

        交際費 0 

        事務用品費 3,334 

         消耗品費      4,041 

      一般管理費合計   112,659 

           

          

           

        当期利益 316,130 

             

合計   716,295  合計   716,295 
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貸借対照表       

＜流動資産の部＞   ＜流動負債の部＞   

科目 補助科目 金額  科目 補助科目 金額 

現金 現金及び小口現金 13,498   短期借入金   593,769 

普通預金 三菱東京ＵＦＪ・東  179,121  未払金   0  

  三井住友・豊田 4,616       

 豊田信用金庫足助   119,826   流動負債合計   593,769 

郵便貯金 29046 441,415     

現金･預貯金合計   758,476        

           

有価証券 切手 5,758       

      前期繰越損失  -73,664 

流動資産合計   764,234  当期利益     316,130 

          

＜固定資産の部＞           

有形固定資産 コンテナー 1        

      財産合計   242,466 

無形固定資産 電話加入権 72,000        

           

固定資産合計   72,001       

           

           

資産合計   836,235   負債・財産合計   836,235 
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 [議題３] 

２０１５年度（平成２７年度）事業計画書 

             2015(平成 27)年 4 月１日から 2016(平成 28)年 3 月 31 日まで 
自立のための道具の会・TFSR Japan 

１．事業計画基本方針 
（１） 目標 

    道具と技術の国際協力による公正な発展、健全な社会づくり、生活の自立を会の活動の原点におく。国

際協力活動による相互理解を深める文化交流を行い、国境を越えたところの市民間の連帯を強化する。 
（２） 組織体制の強化 

    上記の目的を果たすために自立のための道具の会を構成している拠点や関連団体間の協力体制を確認

し、強化していけるよう環境整備を行う。 
 
２．運営に関する事項 

（１） 総会 
    2015 年 12 月に通常総会を開催する。 

（２） 理事会 
    月 1 回程度理事会を開催して、事業実施の内容について検討する。 

（３） 広報活動 
    広報誌（ニュースレター）を発行するとともに、ホームページによる情報発信を継続する。 
    また、中学校などの国際理解教育の場にも積極的に参加する。 
 
３．国内活動に関する事項 

（１） 道具の収集、発送作業 
    ノコギリ、カンナなどの道具の収集については、一般の方とともに企業、商社にも提供を呼びかける。

また事業別に必要な道具の提供依頼をホームページを媒体として呼びかけを行う。 
    道具の発送については、東日本震災支援として仮設住宅入居者への道具提供とともに新規提供先を調査

する。 
（２） 道具の管理、整備事業 
  道具の錆落としなどの整備のワークショップを旭作業本部において年３回行う（参加人数はそれぞれ約

30 名の予定）。また作業本部の環境整備を行う。 
 

４．国外活動に関する事項 
（１）炭焼き事業 
  ヤシの実を食用にした残りをドラム缶式簡易炭焼き器で炭化することで、容易にヤシガラ炭を作ること

ができる。このヤシガラ炭は、燻製の熱源・飲料水の浄化・農業利用などの幅広く使うことができ、新た

な産業としての需要を見込める。 
（２）燻製事業 
  魚などを燻製にすると、独特の風味がつくことに加えて長期保存ができるため、新たな産業となる。ま

た女性の貴重な収入源になる。 
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（３）道具指導事業 
  スリランカの学校では教材などが十分にそろっていない。そのため中学生の技術家庭科の授業むけにノ

コギリ、カンナ、キリなどの道具を提供する。提供するのみだと十分に活用されないため、日本の木工技

術者を派遣し現地の教員・生徒に道具の使い方を指導する。（助成先調査中） 
  また地方における大工職人が多く住む大工村において同様に日本の木工技術者を派遣して指導を行う

こととする。特に紛争が終結した東部及び北部地域への支援について広く計画することとする。 
 

（４）エネルギー事業 
    新たなエネルギー事業展開として風力及び太陽光発電を組み合わせた発電施設の開発を行い、アジア地

域（カンボジア・アンコール・クラウ村）の無電化地域住民の期待に応えるよう活動する。 
    小水力発電については設置可能な地域についての情報収集に努める。 
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自立のための道具の会  予算書（2015.27年度）    

      自 平成２７年４月 １日  

      至 平成２８年３月３１日  

収入     支出   

科目 補助科目   金額   科目 補助科目   金額 

会費収入 一般会員     250,000   事業費 国内事業 一般国内事業 220,000 

    小計 250,000       海外事業 クラウ村事業 550,000  

事業収入 国内事業収入 一般国内事業収入  350,000          

  海外事業収入 特別海外事業収入 270,000       

             -         

            事業費合計 770,000 

     小計 620,000  一般管理費   総務費 15,000 

一般寄付収入     350,000       通信費 70,000 

   小計 350,000      その他事務所管理費 10,000 

            管理費合計 95,000 

         諸会費     24,000 

               諸会費 24,000 

           消耗品費   事務用品その他 8,000 

              消耗品費 8,000 

       保険料   豊栄商事（㈱） 6,000 

            保険料 6,000 

         支払手数料   支払手数料 5,000 

             支払手数料 5,000 

         減価償却     0 

             減価償却費 0 

                 

         当期純利益     312,000 

                 

                 

    合計 1,220,000       合計 1,220,000 
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２０１５年度 役員名簿（案） 自立のための道具の会・ＴＦＳＲ Ｊａｐａｎ 

           2015 年（平成 27 年） 4 月 1 日から 2016 年（平成 28 年) 3 月 31 日まで 

会長 モンテ カセム 

代表理事 川島 康治 

顧問 冨田 輝司 

顧問 中村 尚司 

事業統括部長 鈴木 禎一 

道具統括部長 鈴木 禎一 

広報部長 岡田 次夫 

企画部長 吉野 まり子 

拠点統括部長 杉浦 昌樹 

  

理事 石田 正 

理事 杉浦 昌樹 

理事 鈴木 禎一 

理事 高木田 洋 

理事 山上 温子 

理事 吉野 まり子 

理事 荒川 泰雄 

  

監査 安藤 米治 

  

＜拠点代表＞  

ＴＦＳＲ 岡崎代表 高木田 洋 

ＴＦＳＲ 田原代表 山下 壽美子 

ＴＦＳＲ 安城代表 杉浦 昌樹 

ＴＦＳＲ 豊田代表 鈴木 禎一 

ＴＦＳＲ 京都代表 村山 達哉 

 


